
 

 

平成２６年７月２９日 

 

日清製粉グループ 第１四半期連結決算、通期連結業績予想 

  

第１四半期は売上高１,２０９億７５百万円、経常利益５６億９７百万円。 
 

[平成２７年３月期第１四半期連結決算] 
 ㈱日清製粉グループ本社（社長：大枝 宏之）の平成２７年３月期第１四半期につきましては、

デフレからの早期脱却と経済再生に向けた政府の取組みを背景として、企業業績が改善する一

方、消費税率の引上げによる需要の変動、円安等による輸入原材料価格の上昇、根強い消費者

の低価格志向等、当社を取り巻く環境は厳しいものとなりました。このような中、当社はトッ

プライン（売上高）の拡大と海外事業の拡大を最優先戦略とする中期経営計画「ＮＮＩ－１２

０、スピードと成長、拡大」の取組みを加速し、国内では各事業におきまして市場の活性化に

向け積極的な新製品の上市・拡販に取り組むとともに、更なる成長に向けて国内外で収益基盤

の構築を進めました。製粉事業では、博多港に位置する福岡工場が本格稼働し、内陸部の筑後

工場、鳥栖工場からの生産集約を完了しました。海外展開におきましては、米国の子会社であ

るMiller Milling Company, LLCが事業拡大のため、本年５月に米国内の製粉４工場を買収しま

した。これにより同社の小麦粉生産能力は米国で第４位の規模となりました。加工食品事業で

は、本年秋稼働予定のベトナムの調理加工食品工場建設、及び本年末稼働予定のタイのプレミ

ックス工場増強工事は順調に進捗しております。また本年６月にはトルコに合弁会社Nisshin 

Seifun Turkey Makarna Ve Gida Sanayi Ve Ticaret A.S.を設立し、平成２７年４月稼働予定

でパスタ工場建設を進めております。なお、併せて冷凍パスタの生産・供給体制強化のため、

マ・マーマカロニ㈱神戸工場において、平成２７年５月稼働予定で冷凍食品工場の建設を進め

てまいります。 

 これらの結果、売上高は国内の販売環境が厳しい中、海外事業の拡大等により１,２０９億 

７５百万円（前年同期比１０２．５％）となりました。一方、利益面では、加工食品事業にお

ける原材料コストの上昇、製粉福岡工場の減価償却費の増加等により、営業利益は３９億８０

百万円（前年同期比７２．７％）、経常利益は５６億９７百万円（前年同期比８５．３％）、四

半期純利益は３２億３１百万円（前年同期比７６．６％）となりました。 

 

[平成２７年３月期通期連結業績予想] 
 我が国の経済は、企業業績の回復、雇用情勢の改善等、緩やかな景気回復の動きがみられま

す。一方、当社を取り巻く環境は、本年４月に実施された消費税率引上げによる個人消費への

影響、円安等による輸入原材料価格の上昇、消費者の低価格志向の継続等、引き続き厳しいこ

とが予想されます。このような環境下におきましても、当社は国民の主要食糧である小麦粉の

安定供給を確保し、安全・安心な製品をお届けするという使命を果たしてまいります。 

 また、３年目となる中期経営計画「ＮＮＩ－１２０、スピードと成長、拡大」を着実に進め、

引き続きトップライン（売上高）の拡大と海外事業の拡大を最優先戦略として、各事業におい

て戦略施策を積極的に実行してまいります。 

 平成２７年３月期の連結業績見通しにつきましては、引き続き、厳しい市場環境が想定され

ますが、業績の回復に向けて上記施策を着実に進め、売上高は５，４００億円（前期比 

１０８．９％）、営業利益は２２５億円（前期比１０１．０％）、経常利益は２５８億円（前期

比１００．９％）、当期純利益は１６５億円（前期比１０９．３％）と、当初の予想を据え置い

ております。 
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